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岡
　
文
献

　
左
右
相
稽
の
蓮
動
、
帰
詣
其
他
の
器
官
に
就
て
精
密
な
左
右
の
比
較
を
行
ふ
て
見
る
と
、
一
般
に

種
々
の
不
整
合
を
赤
見
す
る
。
左
利
右
利
と
い
ふ
語
の
起
原
を
な
し
π
上
肢
蓮
動
の
難
易
と
い

ふ
が
如
き
竜
の
は
盤
に
其
一
逸
出
る
に
過
ぎ
な
い
。
吾
々
は
下
肢
、
大
麟
，
眼
、
耳
、
鼻
．
其
他
肺
や
腎
臓

の
如
き
内
臓
器
官
溶
血
て
竜
容
易
に
不
相
稔
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
5
し
て

此
不
相
稔
は
生
理
心
的
で
あ
る
と
同
時
に
大
抵
は
形
態
學
的
の
も
の
で
あ
る
。

　
私
が
鼓
欠
考
究
し
や
う
と
思
ふ
の
は
虚
血
左
右
相
構
で
あ
る
べ
き
親
畳
の
右
利
、
左
利
と
い
ふ

事
で
あ
る
が
、
視
畳
の
右
利
左
利
と
い
へ
ば
之
を
解
す
る
人
々
に
由
て
種
々
の
意
味
に
取
ら
れ
得

　
　
　
　
観
愚
…
に
於
け
る
震
利
左
』
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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転
糾
　
巌
・
　
研
　
究
　
　
第
八
、
號
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳

る
こ
と
＼
思
ふ
。
從
て
吾
々
が
如
何
に
陀
語
を
解
繹
す
る
か
、
如
何
に
三
聖
を
使
用
す
る
か
と
い

ふ
事
は
是
又
一
個
の
問
題
で
獄
け
れ
ば
な
ら
漁
。

腎
是
迄
の
眼
の
左
右
關
係
起
就
て
の
研
究
と
言
は
れ
る
竜
の
を
調
べ
て
見
る
と
臼
く
窪
鰹
Φ
三
暮

（
6
．
器
鰹
鑓
郭
増
5
。
・
⑦
湊
9
亀
㊦
・
H
。
。
O
唄
）
は
次
の
様
凍
測
定
を
試
み
て
居
る
。
顯
微
鏡
や
望
遠
鏡
な
ど
を
覗

く
人
は
大
抵
一
方
の
眼
を
特
甥
に
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
一
〇
〇
入
の
人
に
就
て
調
査
し
だ

結
果
に
由
る
と
使
用
し
易
い
方
の
眼
は
協
丈
他
方
の
眼
よ
づ
も
合
力
が
勝
っ
て
居
る
。
而
し
て

右
利
の
人
は
右
眼
の
無
力
が
勝
う
、
左
利
の
入
は
無
限
の
無
力
が
勝
る
竜
の
で
あ
る
と
言
っ
て
居

る
。
（
毛
肛
℃
覧
9
冨
毒
餐
｝
9
彫
Φ
艮
a
貿
繕
国
受
ω
ざ
巳
ゆ
霧
腔
ω
塾
お
ド
O
℃
・
＝
O
に
為
る
）

　
叉
国
・
ρ
o
ロ
δ
〈
Φ
羨
の
試
み
力
雨
眼
綱
膜
の
左
右
爾
孚
部
の
塞
聞
知
畳
の
研
究
は
や
は
ム
此
見
解

載
密
接
な
關
係
を
有
す
る
込
の
で
あ
る
。
彼
の
論
文
娼
Φ
。
平
々
㌶
窃
経
男
①
識
豆
μ
興
箒
圃
く
一
ω
8
三
℃
。
。
閤
『
影
①
タ

選
く
・
お
O
。
。
ワ
で
は
象
眼
網
膜
の
左
右
爾
牛
部
の
周
霊
威
で
見
泥
物
の
大
さ
は
著
し
い
相
違
を
示
す
‘

も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
明
か
に
し
、
次
の
諸
事
實
を
面
諭
的
に
決
定
し
カ
。
　
一
、
親
心
に
上
下
左

右
の
二
子
午
線
と
図
画
の
左
上
右
下
、
右
上
左
下
の
二
子
午
線
を
引
く
と
き
は
、
上
方
、
右
上
方
、
右
方
、

右
下
方
の
線
上
に
あ
る
事
物
は
共
玉
笹
の
側
即
ち
下
方
、
左
下
方
、
左
方
、
左
上
方
の
線
上
に
あ
る
同

じ
大
さ
の
竜
の
よ
ム
竜
、
大
き
く
威
ず
る
。
　
二
．
此
言
言
は
右
眼
に
も
左
眼
に
竜
行
は
る
＼
事
實
で
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昂
る
。
三
、
二
字
二
部
の
印
象
を
大
き
く
威
ず
る
程
度
は
注
観
織
か
ら
二
十
五
度
の
所
が
最
大
で

一
〇
度
の
所
が
最
小
で
あ
．
る
。
　
四
、
又
此
程
度
は
右
上
の
方
が
右
下
の
方
よ
釦
竜
著
し
い
。
　
o
Q
け
？

ぐ
Φ
皇
の
第
二
の
論
文
目
笛
淘
①
画
嚢
鯵
”
雛
蒙
α
q
｝
酬
9
霞
勢
（
ぽ
Φ
ω
ω
（
頴
｝
・
◎
剛
．
穿
メ
、
曜
日
圃
〆
お
旨
）
で
は
一
隻
此
事
實
・

を
確
め
、
之
が
右
利
の
原
因
で
あ
る
と
い
ぶ
假
説
を
立
て
＼
居
る
。
、
曰
く
親
野
の
右
牛
に
あ
る
票

物
は
太
く
見
ゆ
る
が
爲
・
に
親
等
的
注
意
を
惹
く
事
が
大
で
あ
る
。
　
視
畳
的
注
意
を
惹
く
こ
と
が

大
で
あ
れ
ば
、
從
て
右
手
の
把
握
運
動
を
起
す
傾
向
が
卸
し
て
來
る
。
其
結
果
と
し
て
遽
に
右
手

が
精
巧
な
る
働
作
に
適
合
す
る
様
に
な
？
て
來
る
の
で
あ
る
と
。

　
萄
簡
輩
で
は
あ
る
が
O
Q
窪
曾
琶
繕
レ
痢
（
）
乙
。
蔓
凛
膨
①
輝
巴
①
暮
農
σ
Q
び
Φ
貯
。
験
臨
画
①
同
嵩
Φ
窪
ω
ぎ
路
銀
窪
夢
籠
Φ
｝
自
睾

（
Ω
冠
器
皿
Φ
、
㌍
〉
、
邑
ヨ
、
”
図
函
』
っ
》
竃
『
o
Q
b
＄
．
同
。
。
州
藤
）
に
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
。
，
蝋
眼
を
暗
く
し
、
集
眼
を
明
る

く
照
す
時
は
共
通
親
野
は
大
抵
明
る
く
感
ず
れ
ど
も
折
々
黒
き
霧
の
．
如
き
も
の
が
現
は
れ
て
來

る
。
其
現
は
る
＼
度
数
は
導
入
に
慌
て
大
際
恒
常
で
あ
る
。
李
均
一
分
間
に
五
乃
至
十
二
回
位

を
普
通
ど
す
る
。
而
し
て
各
人
を
癒
じ
て
暗
く
す
る
蒋
問
の
全
長
は
殆
ん
ど
一
致
し
て
居
る
、
帥

ち
降
る
い
威
萱
の
時
間
邸
ち
開
い
控
眼
の
印
象
と
堅
い
閉
し
π
眼
の
印
象
と
の
割
合
は
七
と
三

と
の
比
で
あ
る
。
以
上
は
左
右
の
限
が
同
じ
強
さ
を
有
し
て
居
る
揚
合
で
あ
る
が
、
不
同
な
眼
を

有
っ
て
居
る
も
の
で
は
此
割
合
を
示
さ
な
い
。
O
Q
喜
9
9
鍔
譲
・
・
○
の
地
合
で
は
右
眼
を
閉
っ
て
居

　
　
　
　
閥
畳
に
於
け
る
右
利
左
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
哲
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四

争
力
方
が
左
眼
を
閉
っ
て
居
る
時
よ
6
も
遙
に
階
く
な
る
度
歎
が
多
い
。
之
は
右
眼
の
方
が
卓
越

　
す
る
謹
擦
で
あ
っ
て
、
疇
く
な
る
多
数
の
大
さ
と
開
い
て
居
る
眼
の
走
力
叉
は
慣
用
性
と
は
反
比

　
例
を
す
る
竜
の
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
楓
と
い
ふ
事
を
論
じ
て
居
る
。
（
や
ゆ
鵠
）

　
　
以
上
数
氏
の
観
察
叉
は
意
見
を
見
る
と
皆
親
力
の
良
否
と
い
ふ
事
實
と
雨
眼
の
輔
方
を
特
甥

　
に
使
用
す
る
傾
向
換
言
す
れ
ば
慣
用
性
と
竜
言
ふ
べ
き
竜
の
と
を
關
何
せ
し
あ
、
爾
嚢
の
閥
に
完

　
杢
な
並
行
醐
係
が
存
在
す
る
と
見
る
見
解
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
後
者
を
競
畳
に
於
け
る
右
利
左
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
概
念
に
包
摺
せ
し
め
叉
は
総
帥
す
る
と
し
て
も
、
是
等
の
人
々
は
皆
応
力
の
左
右
不
語
等
を
親

　
豊
あ
左
利
右
利
め
本
彊
叉
は
原
因
で
あ
る
と
見
る
考
に
館
養
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
見

　
解
は
正
當
で
あ
ら
う
か
。

　
　
私
の
見
る
所
で
は
左
利
右
荊
の
概
念
上
慣
用
性
の
大
小
そ
の
込
の
を
意
味
せ
し
む
る
と
い
ふ

　
之
と
は
面
面
當
で
あ
る
と
患
ふ
。
然
し
乍
ら
同
時
に
親
力
と
い
ふ
概
念
は
左
利
右
利
と
い
ふ
概

　
念
か
ら
酸
謝
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
　
観
心
即
ち
形
の
知
畳
の
愚
鈍
更
に
換
言
．
す
れ
ば

　
観
測
刺
戟
闘
の
高
低
と
い
ふ
こ
と
は
前
述
諸
氏
の
如
く
陵
用
性
と
密
画
な
る
並
行
面
謁
を
認
む

　
る
混
合
に
の
み
左
利
右
利
の
概
念
と
結
合
す
る
乙
と
が
爵
來
る
が
、
若
し
其
並
行
画
論
が
多
小
疑

　．

ﾐ
得
ら
る
＼
揚
合
に
は
軍
に
左
利
右
利
の
一
要
素
と
し
て
認
容
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。



要
す
る
に
私
の
見
る
所
で
は
左
右
眼
の
慣
用
性
と
い
ふ
こ
と
が
第
一
の
問
題
で
あ
っ
て
、
其
事
實

を
決
定
し
そ
の
程
度
を
測
量
ず
る
乙
と
が
第
一
の
要
件
で
あ
る
。
而
し
て
塞
問
知
畳
の
大
小
と

い
ふ
や
う
な
事
々
は
そ
の
説
開
原
理
と
し
て
攻
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。

罷
　
予
の
實
験
結
果
（
一
）

893

　
幌
畳
に
於
け
る
左
利
右
利
と
い
ふ
概
念
を
爾
眼
の
慣
思
性
で
あ
る
と
約
束
し
て
、
然
ら
ば
此
慣

用
性
は
如
何
に
し
て
測
定
し
得
る
か
。
私
は
鶴
輩
に
私
の
試
み
た
賓
験
結
果
を
報
告
し
度
い
と

愚
ふ
。

　
私
が
最
初
此
事
實
に
注
意
し
尤
の
は
、
各
色
彩
の
面
影
翻
与
晴
問
を
測
定
す
る
揚
合
に
、
二
色
彩

を
右
眼
又
は
左
眼
に
す
る
に
從
ひ
、
爾
色
彩
の
時
問
的
・
比
例
が
養
化
す
る
と
こ
を
灘
め
旋
に
在
る
。

第
一
表
は
私
が
良
ら
に
就
て
得
た
数
種
の
實
験
結
果
で
あ
る
が
、
最
良
く
馬
事
實
を
示
し
て
居
る
。

　
虹
ハ
の
實
験
結
果
を
見
る
と
右
眼
に
輿
へ
た
色
彩
の
繊
現
時
間
が
著
し
く
其
割
合
を
増
加
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
董
と
緑
の
闘
争
で
は
茎
を
右
眼
に
す
れ
ば
韮
八
・
三
秒
、
緑
十
五
・
三
秒
で
共

心
は
雅
－
一
§
で
あ
る
瑛
反
誓
碧
左
腿
す
れ
ば
篁
ハ
凶
秒
緑
二
八
内
秒
で
即
ち
琵
は

矩
幾
碧
な
董
の
蝿
時
問
の
割
合
は
著
－
小
と
な
る
．
此
關
係
を
悪
躁
に
示
す

　
　
　
　
麗
畳
に
於
け
る
霜
剰
左
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
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表一第

哲
學
研
究
　
第
八
擁

左右關係 費瞼数
雫　均

�ﾖ数
甲　色 　乙　色

f

葉（寧）と線（乙）

董を右にす

ﾎを看にす

●6

U

55

U0

＆3’

U4

15．3

Q8．4

青（甲）と榿（乙）

澄を右にす

ﾂを右にす

’　　　2

@　　5

53　　　　　1．9

P67　　　　　2ユ

盛．4

Q．5

密（串・と黄（乙）

青を右にす

ｩを右にす 3

11

Q7

譲。4

P．7

2．6

Q．4

緑（串）と澄（乙）

澄を右にす

?を右にす 3
3

29

P1

22

Q5

2議

R．8

　

注
意

恥ノ、

此
結
果
を
得
た
賀
瞼
装
置
は

略
し
ず
、
違
ぺ
な
い
。
（
京
都
欝
學

雑
誌
第
＋
二
巻
、
第
四
號
所
載

黒
田
『
色
彩
覗
野
醐
争
の
時
間

的
研
究
隠
参
照
）

表
申
左
看
關
係
と
い
ふ
の
は

爾
眼
印
象
の
色
の
帯
雀
暫
ハ
を
帝
幽

昧
す
る
。
　
挙
均
交
替
数
と
い

ふ
の
は
醐
争
二
化
数
で
あ
る
。

甲
乙
爾
色
の
揖
現
疇
問
は
凡

て
一
秒
を
輩
位
と
し
て
示
す
。

　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の
は
縁
と
榿
と
の
平
野
闘
争
で
此
蝪
合
に
は
鐙
を
右
限
に
し
π
融
合
に
は
響
く
蕪
謎
b
D
．
・
。
〈
譲
で

鐙
の
出
現
が
長
い
が
、
榿
を
左
眼
と
し
だ
場
合
に
は
正
に
其
反
訴
で
挙
〉
蔑
甘
b
。
．
α
〉
固
．
G
。
郎
ち
緑
の
出

現
が
長
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
璽
す
る
に
右
の
諸
結
果
は
右
眼
の
印
象
を
長
く
保
持
し
様
と
す
る
傾
向
を
心
妻
に
示
す
も
の

．



で
あ
る
。
而
し
て
謹
言
の
實
験
を
他
の
忙
々
に
試
み
て
竜
や
は
ウ
油
磨
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
を

確
む
る
こ
と
が
出
來
π
の
で
あ
る
。
但
し
竣
に
は
略
し
て
述
べ
ね
。

三
　
予
の
實
験
結
果
（
二
）

895

　
競
野
畑
璽
の
時
間
的
比
例
が
ら
心
隈
印
象
偏
重
の
度
を
測
定
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
カ
方
法

で
可
能
で
あ
る
が
、
此
結
果
を
直
ち
に
精
確
な
分
量
的
瀾
係
と
見
る
に
は
種
々
の
複
急
な
要
素
が

あ
っ
て
不
適
當
で
あ
る
と
断
言
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
不
適
當
で
な
い
鳴
竜
不
便
で
あ
る
と
言
は
な

け
れ
ば
な
ら
諏
。
同
様
の
歓
黙
は
前
門
こ
Q
魯
9
二
・
鑓
。
器
。
の
方
法
に
も
認
、
め
な
け
れ
ば
な
ら
膿
。

二
分
は
其
方
法
に
多
少
の
改
良
を
加
へ
て
数
回
繰
返
し
て
見
力
。
鎚
に
其
結
果
の
一
二
を
記
載

し
て
見
よ
う
と
二
六
。
其
装
置
は
横
一
尺
．
六
寸
一
二
ず
一
尺
三
寸
、
深
ず
一
尺
三
寸
（
以
上
凡
て
内
径

に
て
）
の
内
外
共
黒
く
塗
り
た
る
箱
の
内
に
三
十
五
燭
光
の
乳
臼
電
球
を
置
く
。
箱
の
一
方
は
面

積
H
も
弓
×
ガ
。
。
4
の
磨
硲
子
と
す
。
観
察
者
は
一
方
を
全
く
光
を
通
さ
諏
金
薦
製
の
覆
、
他
方
を
全

く
磨
硝
子
ば
か
蚕
で
作
つ
尤
水
面
購
鏡
を
懸
け
霜
の
前
に
安
坐
す
。
其
右
手
に
は
電
鍵
を
持
つ
・

て
自
主
は
陰
影
に
向
っ
て
反
鷹
す
乃
。
實
験
は
凡
て
妻
室
で
行
ひ
、
唯
反
鷹
は
剃
室
の
キ
モ
グ
ラ

フ
ヰ
オ
ン
に
時
間
と
共
に
認
評
せ
ら
る
＼
様
に
し
て
置
く
。
左
表
は
多
数
の
結
果
の
中
の
四
例

　
　
　
　
観
組
…
に
於
け
る
右
利
左
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七



鰯
で
あ
る
。

表’二第

輯
【
學
研
究
　
第
八
號
、

八

黒の：弔均

禺現時間
白の牢均
出現疇問

　　　實騰ミ時日と

黒の現はる』度数との比
∫｛灘護曳のズ己：霧9隷f系

灘
舗

12．5

6．6

9．5

L，2．5

5．5

22．4

ユ97．7　　：　13

‘117．8　：　lr）

235　：　13

377．6　：　13

白膚、黒左、

同上

白左　黒左

同上

實
馨
號
丁
・

3
　
　
4

掘察者。。・・賄一・・鱒黒田

大正四年九月十八ξ1、二十日、

①
既
實
瞼
は
黒
趨
の
漉
合
し
絡
る
迄
の
麗
野
闘
璽
を
測
っ

た
も
の
で
あ
る
。
働
雨
、
眼
比
色
健
白
を
右
に
し
た
揚
合
に

は
反
欝
に
し
“
た
場
合
よ
り
必
ず
．
白
く
感
ず
る
。
　
働
時
閲
輩

位
は
一
秒
。
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
・

　
右
の
’
實
験
結
果
か
ら
結
論
し
得
る
事
は
一
定
時
問
内
に
現

は
る
＼
黒
即
ち
乙
Q
。
｝
5
u
鳥
・
属
霧
・
。
o
の
所
謂
く
①
孟
毒
冨
岸
口
σ
q
曾
　
の

歎
は
彼
等
の
言
ふ
様
に
黒
を
右
に
し
空
揚
合
の
方
が
必
ず
し

竜
多
い
と
い
ふ
附
言
は
禺
來
な
い
。
李
均
時
間
の
割
合
竜
一

概
に
黒
の
割
合
が
増
す
と
断
言
す
る
事
は
出
門
な
い
。
亭
但
し

右
の
㌫
貰
験
結
果
で
右
眼
偏
璽
・
の
傾
向
の
最
確
な
る
護
壕
は
、
爾

眼
的
混
色
の
性
質
が
黒
を
右
に
し
力
帯
が
慰
を
右
に
し
た
揚

合
よ
蚤
常
に
自
く
域
ず
る
と
い
ふ
三
二
で
あ
る
。
最
後
に
此

實
験
結
果
，
は
雰
常
に
動
揺
が
多
く
て
規
則
的
で
准
い
と
い
ふ

事
で
あ
る
。
要
す
る
に
自
分
は
幾
多
の
實
験
を
試
み
力
結
果

冊円



GΩ

ｳ
念
戸
寓
O
湊
。
の
言
ふ
様
な
事
實
を
大
野
に
於
て
承
認
す
る
け
れ
ど
も
、
其
数
量
關
係
を
以
て
直

ち
に
爾
眼
偏
重
の
度
を
示
す
竜
の
と
見
る
は
困
難
で
あ
る
と
臨
言
す
る
．

897

圏
　
予
の
實
験
結
果
（
三
）

う
ロ

㎜
實
験
装
置

（

　
以
上
は
爾
眼
偏
重
の
章
章
が
確
か
に
存
在
す
る
と
い
ふ
事
を
噌
二
の
實
験
的
観
察
結
果
か
ら

説
明
し
π
の
で
あ
乃
が
、
其
事
實
を
分
量
的
に
測
定
す
る
・
に
は
以
上
の
實
験
で
は
頗
る
不
充
分
で

あ
る
と
い
ふ
こ
と
竜
略
詮
明
し
得
た
と
思
ふ
。

　
然
る
に
私
が
鼓
に
論
述
し
様
と
思
ふ
の
は
上
蓮
の
諸
研
究
法
に
代
っ
て
爾
眼
的
偏
重
の
事
實

を
精
密
に
数
量
的
に
測
定
し
得
る
ど
確
信
す
る
方
法
及
び
其
結
果
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
泥
所
で
、
色
彩
の
規
野
田
孚
の
方
法
を
用
ふ
る
揚
合
に
爾
眼
的
混
色
の
性
質
が
右
眼

印
象
の
方
に
近
づ
く
定
命
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
一
寸
言
及
し
て
亡
い
カ
。
の
み
な
ら
．
ず
の
呂

ぴ
髭
・
蜜
。
湊
。
　
の
方
法
で
竜
黒
・
と
臼
と
の
間
に
向
様
な
事
實
が
あ
る
と
い
ふ
事
を
注
意
し
た
。
　
此

事
實
は
膨
暴
霧
Φ
竜
嘗
て
注
意
し
て
居
る
。
（
翻
滋
卑
Φ
い
d
Φ
ぴ
鶏
象
Φ
華
甲
一
睾
昌
槻
8
旨
覧
O
欝
Φ
暮
晋
σ
Q
亀
除
告
酔
霧
ゑ
養

。自

ｳ
筈
①
営
ぴ
貯
○
私
田
貯
霞
o
Q
Φ
周
回
Φ
鼻
考
富
気
塊
．
。
臣
。
。
欝
謹
σ
q
警
Φ
誉
簿
①
．
図
H
●
Q
a
』
お
）
殆
ん
ど
同
じ
張
さ
の
黄
と
藍
青

の
ガ
ラ
ス
板
を
爾
眼
的
に
見
る
蒔
は
青
と
黄
の
申
間
色
即
ち
無
色
の
威
畳
を
生
ず
る
。
然
し
之

　
　
　
　
縄
膵
湘
に
於
け
る
霜
利
力
…
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

e
　
　
　
　
　
九



ggs

　
　
　
　
哲
計
究
第
八
號
遣
　
　
　
　
　
’
　
　
δ

は
爾
眼
が
同
じ
程
度
に
使
用
せ
ら
る
㌧
言
合
で
あ
っ
℃
、
若
し
偏
重
が
あ
る
な
ら
ば
壬
午
係
は
多

小
の
礎
化
を
呈
す
る
。
若
し
黄
の
プ
ラ
ス
を
左
眼
に
し
た
方
が
右
眼
に
し
π
時
よ
ム
竜
無
色
に

近
い
威
畳
を
與
へ
、
右
眼
に
し
π
揚
合
に
は
青
よ
ウ
も
黄
が
超
過
す
る
と
す
れ
ば
、
右
隈
の
方
が
よ

ら
多
く
使
用
せ
ら
る
㌧
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
此
切
急
。
ざ
の
言
ふ
厨
の
事
實
は
異
つ
π
色
を

活
眼
的
に
混
じ
て
得
控
混
色
の
性
質
か
ら
爾
眼
的
偏
重
の
傾
向
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
予
の
方
法

竜
碧
く
同
じ
原
理
を
適
用
し
π
竜
の
に
外
な
ら
諏
の
で
あ
る
。
唯
嚴
密
な
数
量
的
測
定
と
し
て

適
用
せ
ら
る
＼
檬
に
實
験
装
置
を
考
察
し
π
の
が
私
の
研
究
法
の
特
色
で
あ
、
る
。
鼓
に
共
實
瞼

的
麗
置
を
略
述
し
や
う
。

　
縦
八
・
五
畳
込
噌
七
・
五
輪
の
ネ
ン
デ
ル
會
魁
製
次
色
紙
（
番
號
二
五
）
の
上
に
直
筆
○
・
五
糎
の
色
紙

圓
板
を
四
糎
許
の
距
離
を
置
い
・
て
左
右
に
並
べ
て
貼
る
℃
　
之
は
實
禮
鏡
圖
に
相
當
す
る
竜
の
で

あ
る
。
壁
上
に
同
じ
距
離
と
同
じ
大
き
に
於
て
二
つ
の
警
士
の
穴
を
穿
つ
。
此
穴
は
そ
れ
・
を
通

し
て
下
方
に
置
か
る
＼
混
色
響
板
を
見
る
爲
で
あ
る
。
（
第
一
囲
墾
照
帥
ち
左
）
葡
し
て
全
膿
の
装

置
を
前
方
か
ら
見
た
略
暦
（
第
二
翻
注
解
）
に
示
す
様
に
マ
ッ
ン
ン
氏
混
色
削
板
（
M
）
と
立
町
鏡
闘
（
C
）

と
を
装
置
し
前
者
を
同
蒋
せ
し
あ
乍
ら
、
野
選
に
示
し
だ
檬
に
ブ
リ
ュ
3
ウ
ス
タ
；
氏
實
膿
鏡
（
S
）
の

下
で
實
膿
鏡
圖
と
色
彩
圓
板
を
観
察
す
る
の
で
あ
る
。



899

第一圖
σ気

ﾘ．

　　

@　

K

謁
隅

に
於
け
る
右
利
左
利

第　　　二　　　圖

㈲方より見たるもの）．

弐《
s

？
罵1

ハ

，ve

｝曜@　　　　　　51　冨「　恭蝋一げ一「鉱｛…一・

戴　　ゾ”

O　　o　　o A
τ竃　滝縞　“

ｫ謹1

累 e
　のρ　．「

翻血戯　　。　　。．

、軌
－辱≧ドヅ　＝霜鷲’こ「鷲・肌1拠＝鵠昌・～罵一響・一．

s　ブリユーウス処民鍵蹴

P　三稜鏡

・實盤開門第一卿（示：魅の）

Mマツソン遜色翻板

A　電動機tt

一電鍵

　蓄電器



900

　
　
　
　
蜘
蹴
學
研
究
　

第
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二

　
電
導
の
順
序
を
述
べ
る
と
槻
二
者
は
電
鍵
（
第
二
圖
α
）
を
閉
鎖
し
て
マ
ッ
ソ
ン
氏
混
色
圓
板
の

モ
貰
ト
ル
（
A
）
を
同
型
せ
し
む
る
。
　
次
に
實
艦
鏡
を
通
じ
て
左
右
の
印
象
を
重
ね
合
は
す
。
　
今
假

ウ
に
穴
の
方
を
（
第
一
圃
に
示
す
如
く
）
前
方
に
す
る
時
は
前
方
の
穴
を
賢
し
て
見
ゆ
る
色
彩
は
左

右
と
竜
同
一
混
色
で
あ
る
か
ら
可
惜
親
像
徳
簡
懇
々
一
国
で
全
く
各
自
の
色
彩
と
同
じ
色
彩
を

呈
す
る
。
後
方
の
二
圓
形
に
就
て
言
へ
ば
適
當
な
條
件
の
下
で
は
始
め
か
ら
心
眼
的
混
色
の
印

象
を
輿
へ
る
。
　
こ
れ
に
は
な
る
可
く
始
め
か
ら
混
合
し
易
い
、
換
言
す
れ
ば
圓
の
大
さ
を
小
さ
く

且
つ
近
似
し
た
色
彩
を
使
陣
す
る
方
が
可
い
。
斯
く
す
れ
ば
、
結
局
爾
眼
的
に
重
ね
合
は
さ
れ
た

二
つ
の
前
後
の
轡
形
は
共
に
混
色
で
あ
る
が
、
前
方
の
混
色
は
一
眼
混
色
と
名
く
可
き
竜
の
で
あ

る
に
費
し
後
方
の
混
色
は
爾
眼
混
色
と
稻
す
響
き
．
竜
の
で
あ
る
、
今
野
方
の
混
色
の
性
質
張
度

は
マ
ッ
ソ
ン
氏
混
色
歩
板
の
混
合
の
割
合
、
色
彩
の
種
顛
を
愛
化
す
れ
ば
任
意
に
愛
化
す
る
こ
と

が
毘
限
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
與
へ
ら
れ
力
後
方
の
混
色
の
性
質
と
等
し
い
（
少
く
と
竜
出
摩
る
丈
近
’

い
）
印
象
を
輿
ゆ
る
回
心
の
混
合
の
割
合
を
求
め
る
事
が
出
來
る
。
、

　
附
書
。
　
一
眼
混
色
と
爾
眼
混
色
と
の
悶
に
は
可
威
著
し
い
額
違
が
あ
る
。
　
就
申
爾
限
三
色
の
方
が
｝

　
　
限
混
色
に
比
し
て
明
る
く
旦
幾
分
光
澤
を
帯
び
て
屠
る
。
　
亀
甲
謂
雨
眼
的
光
澤
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
そ
れ
で
あ
る
か
ら
凡
て
の
痙
性
が
全
然
嗣
一
で
あ
る
色
彩
は
到
底
求
む
る
こ
と
は
…
鐵
來
無
い
が
、
色

　
　
調
を
主
と
し
て
大
偲
を
求
め
、
光
澤
の
如
き
小
異
を
捨
て
る
な
ら
ば
、
殆
ん
ど
岡
じ
と
判
睡
す
る
色
彩



　
　
は
比
絞
的
精
確
に
決
定
す
る
こ
と
が
斑
蹴
る
慰
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
第
一
の
實
験
．
で
あ
る
。
弐
に
實
膿
鏡
圏
を
倒
さ
ま
に
し
て
穴
を
後
方
（
自
身
に
近
い
方
）

に
、
色
紙
墨
形
を
前
方
に
在
る
様
に
す
る
。
即
ち
今
迄
右
に
あ
っ
疫
色
紙
圓
板
を
左
に
、
左
に
あ
っ

力
色
紙
画
板
を
右
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
是
を
前
と
同
様
の
順
序
で
上
方
の
雨
眼
的
混
色
の
性

質
を
下
方
の
一
眼
的
混
色
の
混
合
の
割
合
を
獲
へ
て
愚
暗
す
る
乙
と
が
出
來
る
。
之
が
第
二
の

實
験
で
あ
る
。

　
今
臨
月
の
結
果
と
第
二
の
結
果
と
を
比
較
す
る
。
若
し
此
結
果
が
斎
燈
と
竜
同
一
で
あ
る
か

類
似
し
て
居
れ
ば
爾
眼
的
偏
重
は
無
い
も
の
と
鋼
凝
す
る
こ
と
が
繊
度
る
。
然
し
若
し
豫
期
に

反
し
て
二
つ
の
結
果
が
一
致
し
無
い
場
合
に
は
一
定
の
偏
重
弓
隠
が
あ
る
と
い
ふ
乙
と
を
認
容

し
無
け
れ
ば
な
ら
調
。
　
例
へ
ば
甲
色
（
、
）
と
自
色
（
翻
、
、
）
と
の
割
合
が
、
甲
色
を
右
に
し
だ
揚
玉
を

　
　
　
　
9
蟹
十
富
、
、
“
日
】

と
し
．
乙
色
を
右
に
し
た
揚
合
を

　
　
　
　
o
頃
，
＋
鳥
饗
“
冒
。

と
す
れ
ば
、
9
＋
ぴ
ー
ー
。
＋
織
評
¢
。
O
C
。
で
あ
る
か
ら
若
し
禦
〉
。
艸
呼
聾
ぴ
〈
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
λ
。
舜
①
　
ぴ
〉
犠

　
　
　
　
覗
畳
に
於
け
る
君
利
左
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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哲
學
研
究
　

筑
～
八
，
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　

け
ロ

で
な
け
れ
ば
な
ら
粛
。
（
皿
薙
は
二
種
の
一
眼
混
色
で
あ
る
）
。
今
◎
。
で
あ
る
な
ら
ば
右
限
に
輿

へ
π
方
の
色
彩
が
、
そ
の
色
彩
を
左
眼
に
輿
へ
だ
場
合
よ
う
竜
大
で
あ
る
か
ら
、
右
眼
印
象
の
偏
重

を
示
す
．
竜
の
で
あ
る
と
一
言
は
ね
ば
な
ら
綴
。
　
そ
う
し
て
そ
の
偏
重
の
度
は
（
貸
i
。
）
〇
二
＆
i
。
）
で
示

す
乙
と
が
塗
扇
る
。
之
と
醐
じ
く
只
。
で
あ
る
場
合
に
は
左
眼
に
輿
へ
脇
方
の
色
彩
の
出
現
購

問
の
割
合
が
増
謝
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
左
眼
印
象
の
偏
重
が
存
在
し
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う

し
て
そ
の
程
度
は
（
（
T
R
）
亀
G
i
ε
で
示
さ
れ
無
け
れ
ば
な
ら
綴
。
　
以
下
右
の
方
法
で
得
π
實
験

結
果
∴
に
就
て
述
。
へ
よ
う
。

　
附
言
ρ
　
二
戸
の
度
は
次
の
方
法
で
測
る
電
こ
と
も
禺
來
る
。
　
先
づ
α
と
。
・
し
を
比
較
し
て
g
＞
．
・
で
あ
れ

　
　
ば
合
一
倒
硅
』
を
求
め
、
自
〈
“
で
あ
れ
ば
守
一
＆
a
姥
　
を
求
め
、
次
に
。
と
d
と
を
比
較
し
て
。
＞
鳥
で
あ
れ
ば

　
　
？
〔
凶
違
を
、
。
〈
・
～
で
あ
れ
ば
（
竿
。
還
、
を
求
め
る
。
　
此
解
合
に
偲
は
必
ず
ン
研
と
、
》
は
必
ず
，
宥
と
同
俘
す

　
　
る
・
そ
こ
で
論
ド
叉
は
葺
ド
は
左
眼
又
は
右
眼
の
偏
蓼
壬
示
す
も
の
と
見
る
蟻
が
鐵
來
る
・

　
　
　
　
　
　
　
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳

籔
　
予
の
實
験
結
果
（
四
）

　
二
實
験
結
果

（

　
予
の
實
験
に
槻
察
者
と
な
つ
尤
竜
の
は
石
川
心
血
、
後
藤
論
士
、
紳
田
－
，
ク
ト
ル
そ
れ
に
予
を
併

せ
て
四
入
、
以
下
順
次
、
に
其
結
果
を
認
蓮
す
る
。



＼

　
　
へ
い
ヘ
　
へ

先
づ
赤
と
澄
の
爾
眼
刺
戟
を
用
ひ
だ
揚
合
の
結
果
を
蓮
べ
る
。

　
ラ

　
4
概
察
者
黒
田
．

　
F
（

へ

，

表三第

一眼混色

赤

爾眼刺戟
t
t

赤1燈
號

12a．o2400左

　　1

R－O

6so295e
2

n〈一〇

Soo280“
雷

左

3

11 ＞o

灘　
犀

200e左

｛
1
，

R一一一一）・O

實験特

三時始、

大斑四年九ノ」二十九H午後

　
　
附
言
。
　
高
距
の
下
の
属
－
専
O
叉
は
丁
令
f
c
と
い
ふ
詑
號
は
、
颪
眠
混
色
に
等
し
か
山
限
的
混
色
を
求
め
る

　
　
　
　
際
、
最
初
の
色
が
赤
に
近
い
方
か
ら
漸
爽
に
燈
を
珈
へ
た
場
合
と
、
覆
に
近
い
方
か
ら
漸
次
に
赤
を
櫓

　
　
　
　
し
た
附
合
と
を
意
味
す
る
。
　
誘
眼
刺
戟
は
爾
眼
刺
戟
の
左
右
關
係
、
一
眼
混
色
は
興
へ
ら
れ
た
爾
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
的
印
象
に
等
し
く
さ
れ
た
一
眼
混
色
の
色
彩
角
度
の
割
合
を
示
す
。
　
以
上
準
之
。

　
更
に
同
種
の
實
験
を
繰
返
し
て
次
の
様
な
結
果
を
得
力
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹟
　
　
　
　
　
　
　
　

辱

偲9

　
　
　
　
　
醗
畳
に
於
け
る
齎
利
左
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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哲
學
醗
究
　
第
八
號

表四第

番 爾　眼 混　色 ＄一@眼 混色
號 赤1 榿 赤1 燈

5 i

膚 左 280。＿220。 80。一70。

R→0
6

左 右 215。一210。 145。一150。

孔←0 靱

7

左 右 225。 135。

鼠→0
8

右 左 2S5。＿2SO。 75。一SO。

R→0

・

箕験時日　メく正匹14詳九月こニーを八韮ヨ有彗需＋μ撃靖、

ひ

一
六

置

　
右
二
同
の
華
墨
結
菓
申
赤
を
右
眼
に
し
差
四
同
の
結
果
と
、
左
眼
に
し
力
同
数
の
結
果
と
の
卒

均
及
び
李
均
差
を
示
す
と
次
の
様
孜
値
を
示
す
。

♂



第五

均差澄（震）赤（左）

噂二120。2doo

弍160e200e

8－3

15eo

1墨5。

2100

21so

13se2’250

11．G
卿
．

1218e

905

表

赤（右） 澄（左） 軍均差

295。 56。 10

280。 8D。 5

280。一

@290。

『o。一

V0。
5＿5

280。一

@285。

80。＿

V5。 5－0

2850 75。 5

　
此
結
果
で
．
明
瞭
で
あ
る
慮
り
、
赤
を
右
眼
に
し
π
混
色
の
性
質
は
赤
二
八
五
度
、
鐙
七
五
度
の
割

合
で
あ
る
が
、
燈
を
右
眼
に
し
π
揚
合
に
は
赤
二
一
八
度
、
鐙
一
四
二
度
の
割
合
で
あ
る
。
邸
ち
其

差
は
六
十
七
度
で
あ
る
。
然
る
に
諸
差
は
右
眼
印
象
か
ら
左
眼
印
象
を
滅
じ
禿
の
で
あ
る
か
ら
、

右
眼
印
象
偏
重
の
度
（
便
宜
上
左
眼
偏
差
と
名
く
る
）
を
示
す
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
織
。

　
　
　
　
覗
墨
に
於
け
る
盾
利
左
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
一
七



　
此
結
果
に
詣
る
と
赤
樫
は
掩
の
刺
戟
を
左
眼
に
輿
ゆ
れ
は
右
眼
に
輿
へ
だ
揚
詰
よ
ウ
竜
三
十

二
度
丈
強
く
鳳
ず
β
乙
と
を
示
す
。
即
ち
此
鼻
下
者
は
左
眼
印
象
を
偏
重
す
る
の
傾
向
あ
る
と

言
は
ね
ば
な
ら
漁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
附
…
量
口
。

表
巾
・
繭
…
眼
・
偏
…
璽
と
い
ふ
の
は
附
田
印
象
偏
…
重
の
度
を
蹴
畠
昧
す
る
。

　
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
へ

　
次
に
塾
と
青
と
の
爾
眼
刺
戟
を
用
ひ
た
二
合
の
結
果
を
蓮
べ
よ
う
。

第　六　表

90G

爾眼刺
戟

赤右、澄左、

赤：左、鐙私

一眼混色

赤擁
1430

175e

q．170

，18so

雨限偏
d’差

3D．e

疇大正五年一月二幸九日午前一y時照＋

分始。十一時孚了り。

　
　
　
哲
學
駆
究

ラ・
観
察
者
i
後
藤

（

第
八
麟

一
八



ゆ

　
イ
概
察
者
i
黒
田

（

表七第

…li’を；窃ll艮に、難を左1隈にす。）

挙均差

一　眼 混　色
好 號

　　　20

　　　1・5

　，　30

3D－20

　　　L）O

　　15eo

　　1・Sso

　　1000

1600　m
　　150e

　　lloe

　　　　　f

　　　　　I

Vv＜一掴
vxv〈一BI

1　一s，一．］，，

豆v→」31

罹v一翼

　2100

　’．）．・　15e

　260e

trloo　一

　2000

　2；eo

q，一）一．s130323eo均

翼奮、皇；鋸翁一はブ（箆四年ゴt月三三十臼・

“s・IPtlfk　fiは一団騒四露

　　　　第　　八　　表

（轡を左眼1こ、菓を右眠1こすρ）

均一眠混色
番號

10・一5

　　　5

15－
　　　0

　15e
　　10

2600　nv
　　2・6se

　　27se

25so　ny

　　2700

28so　一
　　9．Soe

1000　m
gso

8”）e

10so　ww

goo

75e－
Soo

巫L→V

眠8→V

Wお←v
VI1　B・E1一一一XT

8．6270090e均

時、實験三三は大」氾四年十月一一日、

　　實三九は同月五口

907

此
結
果
に
由
る
と
青
を
右
眼
に
し
た
貫
合
は
青
二
三
〇
韮
＝
二
〇
で
、
反
封
に
左
眼
に
し
π
揚
合

に
は
青
九
〇
韮
二
七
〇
で
あ
る
か
ら
其
．
差
は
一
四
〇
度
で
あ
る
。

　
此
結
果
竜
磁
心
に
右
眼
印
象
に
卒
し
て
特
刎
に
大
な
る
注
意
が
．
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
乙

と
を
示
し
て
居
る
が
、
其
偏
差
の
程
渡
を
示
す
重
字
は
赤
と
榿
と
の
勘
合
の
約
二
倍
で
あ
る
。
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

相
違
は
用
ひ
ら
れ
た
色
彩
の
牲
質
に
開
係
す
る
竜
の
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

　

ロ
観
察
者
一
石
川

（　
　
　
　
縄
畳
に
於
け
る
右
利
左
利
　
　
　
・
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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哲
學
研
究
　
第
八
蟹

表九

雨眼偏差一眼混色
青1斐

爾囲障戟

760
12曵。

L）20e

．“1360

1deo

管賓、董左、

青鳩、窒；ff、

時、不

表十第

ハ
槻
察
者
i
神
田

駕蚕歯序戟
一　眼　混　色

爾眼偏差

司麓
『　一

�E、三窪左、

ﾂ左心右、

220。　16QG

P75。　　185。

25

時、大琵五年四月＋三日午前十隠始、

二
〇

、

　
此
結
果
は
開
か
に
観
察
者
の
右
眼
印
象
に
謁
す
る
雲
叢
・
性
が
特
溺
に
大
な
る
を
示
し
、
其
偏
差

の
度
は
七
十
六
度
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
即
ち
右
眼
印
象
に
封
ず
る
特
朋
の
域
受
肥
大
な
る
を

示
し
、
其
度
は
二
十
五
で
あ
る
。
右
の
結
果
は
概
察
者
の
右
眼
偏
重
に
封
ず
る
特
別
の
域
受
性
大

　
な
る
竜
の
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
而
し
て
共
偏
差
の
度
は
二
十
二
度
で
あ
る
。

　
以
上
見
摩
だ
つ
尤
予
の
實
駿
結
果
か
ら
次
の
様
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
雲
州
る
と
思
ふ
。
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一
二
つ
の
異
っ
た
色
を
雨
眼
蘭
に
混
ず
る
揚
合
に
、
其
各
々
の
色
を
右
眼
に
す
る
か
、
左
眼
に
す
る

か
に
由
っ
て
混
色
の
性
質
が
同
一
で
な
い
揚
合
に
、
吾
々
は
右
隈
印
象
叉
は
左
眼
印
象
の
偏
重
の

存
在
を
認
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。

に
左
瞬
若
く
ば
右
眼
印
象
の
偏
重
は
爾
隈
慣
用
性
の
差
違
或
は
覗
畳
の
右
利
左
利
と
い
ム
概
念

に
包
括
す
る
こ
と
，
が
出
來
る
。

三
此
偏
重
の
度
は
予
の
二
心
装
置
に
由
っ
て
糟
密
に
測
定
す
る
こ
と
が
出
滞
る
。

　
附
書
σ
　
比
擬
差
の
事
實
を
確
定
山
眉
る
L
万
法
は
予
の
此
方
法
の
み
な
ら
ず
、
蘭
に
述
べ
た
る
諮
工
万
法
以
外

　
　
に
も
撒
多
あ
り
と
考
ふ
。
　
然
し
数
　
的
に
最
精
密
な
方
法
は
蝕
に
予
の
癒
べ
た
方
法
で
あ
る
と
信

　
　
じ
て
居
る
。

四
牛
眼
麗
の
偏
重
郎
ち
予
の
講
ふ
所
の
雨
眼
偏
差
は
決
し
て
珍
奇
な
現
象
で
無
く
し
て
最
普
通

（な
最
“
般
な
現
象
で
あ
る
。
予
の
實
験
に
観
察
者
と
な
う
し
幼
名
の
人
々
は
凡
て
右
か
左
の
偏

差
が
無
い
竜
の
は
無
い
。
　
寧
ろ
少
し
の
偏
差
竜
無
い
爾
利
」
の
人
乙
そ
例
外
的
現
象
で
あ
る
。

　五
一
定
の
色
彩
刺
戟
を
各
人
共
通
に
用
ぶ
る
揚
合
に
は
、
各
人
の
偏
差
は
．
常
数
で
表
は
す
こ
と
が

禺
來
る
。
然
し
刺
戟
が
異
な
れ
ば
各
人
の
偏
差
の
値
は
墾
化
す
る
。

六
予
の
結
果
か
ら
言
へ
ば
親
畳
の
右
利
左
利
の
割
合
は
三
と
一
の
比
で
あ
る
。
（
絡
）

難
に
於
け
る
霊
利
左
利

一
＝
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轡
撃
研
究
　

箪
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二

附
寳
◎
　
批
二
丈
は
猴
『
六
、
繭
眼
三
差
と
爾
尊
親
力
鴇
七
、
上
肢
の
右
左
利
と
覗
畳
の
右
窯
郵
お
二
章
を
魏
へ

　
て
心
門
結
・
ず
る
筈
で
あ
る
が
、
此
二
黙
禦
の
君
…
料
は
ま
だ
充
分
整
理
さ
れ
て
居
な
い
と
い
ふ
鰯
と
、
体
瀬
丈
が

　
長
過
ぎ
る
と
い
ふ
事
の
二
つ
の
理
油
で
未
完
の
雄
に
嚢
表
す
る
こ
と
蕊
し
た
。
　
然
し
未
完
と
は
静
蒋

　
へ
研
究
の
童
限
と
す
る
説
畳
の
右
左
利
と
い
ふ
概
愈
及
び
事
實
は
略
明
亮
に
し
得
た
と
信
ず
る
。

　
　
私
は
鼓
に
畑
田
七
章
と
第
八
章
の
内
容
に
就
て
一
言
し
て
覆
た
い
。
　
私
は
個
眼
偏
差
と
麗
力
の

　
大
小
と
の
闘
係
は
決
し
て
並
行
的
の
も
の
で
な
い
と
い
ふ
事
を
二
二
的
に
謹
明
し
得
た
。
　
石
川
教

　
授
、
二
軸
疵
、
及
び
予
に
於
て
は
右
眼
田
富
を
編
重
す
る
に
關
は
ら
ず
左
記
の
醗
力
が
看
眼
の
そ
れ
に

　
償
っ
て
居
る
。
　
そ
れ
で
親
心
と
偏
差
と
い
ふ
概
念
を
明
白
に
峻
溺
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
吾

　
々
の
最
初
の
主
張
は
確
賓
で
あ
る
。

　
　
次
に
偏
重
せ
ら
る
、
方
の
脹
は
屡
々
二
四
が
劣
る
と
い
ふ
事
費
が
あ
る
の
は
、
其
編
箆
の
霧
霧
に

　
　
⊃
て
魂
力
を
害
し
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
憶
説
を
立
て
る
。
　
そ
う
し
て
覗
力
を
害
し
な
い
以

　
臥
「
、
一
に
於
て
は
偏
重
の
存
す
る
方
の
限
の
競
力
が
優
っ
て
贋
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
ふ
疑
を
有

　
つ
．
・
居
る
。
　
次
に
上
肢
の
右
左
利
と
の
闘
係
は
大
二
二
察
の
結
果
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
庵

　
丸
鎧
に
於
て
上
肢
つ
左
利
は
旧
訳
の
左
利
、
上
肢
の
．
膚
利
は
仲
之
の
古
利
で
は
な
い
か
と
い
ふ
漣
臨
説

　
に
左
祖
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
予
は
本
研
究
が
京
都
欝
科
大
笠
生
理
學
教
竈
で
行
は
れ
た
事
を
特
記
し
、
且
つ
掘
察
者
の
勢

　
を
探
ら
れ
た
る
愚
師
石
川
教
授
と
後
藤
、
温
田
二
戸
に
感
謝
の
意
を
表
白
す
る
。
（
大
正
五
年
九
月
二
＋
日
罷
）

爵


